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膝伸展力計と握力計の散布図（右）
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膝伸展力計と握力計の散布図（左）
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① 膝伸展力の平均値の比較

39.103 kg40.428 kgスメドレー式握力計

39.810 kg41.145 kg膝伸展力計

左脚の平均値右脚の平均値

10.683212.6439膝伸展力計

10.729612.1950スメドレー式握力計

左脚の標準偏差右脚の標準偏差

0.96721564.11617.1スメドレー式握力計

0.96761592.41645.8膝伸展力計

左脚 / 右脚左脚の合計右脚の合計

② 標準偏差の比較

③ 筋力の合計値の左右比率の比較

※ 被験者４０名の発揮した筋力を合計し、右脚を１とした場合の左脚の比率を比較した。



④ ｔ検定
同一被験者の、膝伸展力計と握力計とで計測した膝伸展力の差を求め、

両者に差があるかを有意水準０.０５で右脚・左脚ともにｔ検定を行った。

0.256921.15063.8890.7075左 脚

0.244171.18253.8380.7175右 脚

確率p統計量T標本標準偏差標本平均



＜まとめ＞＜まとめ＞
スメドレー式握力計は、膝伸展力計としての使用

が可能であり、OG技研製、アイソフォースGT600

およびGT610との測定値にも差が無く、互換性を

求めることも可能との結論を得た。

本測定法によって、膝伸展力測定をはじめとする

身体能力測定が、小規模の民間事業所などでも

一般的に普及し、柔道整復師の施術所内でも筋力

測定がより身近なものとなる。

従来見逃されがちであったエビデンスに基づいた

『評価』という考え方が、より広く浸透すること

を望む。」


